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レ
バ
ノ
ン
を
拠
点
に
活
動
す
る
シ
ー
ア
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組

織
「
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
」
は
、
一
九
八
〇
年
代
初
頭
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の

レ
バ
ノ
ン
侵
攻
を
機
に
誕
生
し
、
現
在
は
同
国
最
大
の
イ
ス
ラ
ー
ム

主
義
運
動
と
し
て
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
は
重
要
な
研
究
対
象
で
は
あ
る
も
の
の
、
今
日
に
至
る
ま
で
そ

の
実
態
は
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

本
書
は
、
一
次
資
料
分
析
に
基
づ
く
広
汎
か
つ
精
緻
な
文
献
調

査
、
レ
バ
ノ
ン
な
ど
で
の
細
や
か
な
現
地
調
査
に
よ
っ
て
、
創
設
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
実
態
を
解
明
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
、
彼
ら
が
「
自
爆
攻
撃
」
の
発
明
や
合
法
政
党
化
の
選
択

な
ど
に
お
い
て
、「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」
で

あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
が
詳
細
に
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
書

は
レ
バ
ノ
ン
国
内
の
一
組
織
に
関
す
る
ロ
ー
カ
ル
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
だ

け
に
留
ま
っ
て
い
な
い
。
本
書
は
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
実
態
解
明
を

手
が
か
り
に
、
彼
ら
を
「
中
東
政
治
の
結
節
点
」
と
位
置
付
け
る
こ

と
で
、
レ
バ
ノ
ン
政
治
の
み
で
は
な
く
、
中
東
政
治
、
さ
ら
に
は
国

際
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。

「
中
東
政
治
の
結
節
点
」
と
は
何
か
。
筆
者
に
よ
る
と
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
は
、
レ
バ
ノ
ン
政
治
で
は
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
「
ポ
ス
ト
内

戦
期
」
に
お
い
て
、
同
国
最
大
の
支
持
基
盤
を
有
す
る
政
党
で
あ
り
、

イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
す
る
武
装
闘
争
を
継
続
す
る
最
重
要
ア
ク
タ
ー
で

あ
る
。
中
東
政
治
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
恒
常
的
な
戦
闘
状
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な
っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
。
筆
者
は
、
内
戦
を
単
な
る
国
内
権

力
闘
争
で
は
な
く
、「
国
家
変
容
」（
末
近 

二
〇
〇
五
）
の
モ
メ
ン

ト
と
し
て
捉
え
直
し
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
台
頭
は
国
内
／
地
域
／
国

際
シ
ス
テ
ム
が
密
接
に
連
関
す
る
新
た
な
政
治
環
境
の
変
容
の
一
部

で
あ
っ
た
と
す
る
。

第
二
部
「
多
元
社
会
の
な
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
」
は
、
一
九
九

〇
〜
二
〇
〇
五
年
の
シ
リ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
下
の
「
擬
似
権
威
主

義
の
時
代
」
を
対
象
と
す
る
。
第
四
章
は
、
レ
バ
ノ
ン
第
二
共
和
制

（
一
九
九
〇
年
以
降
）
に
お
け
る
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
合
法
政
党
化
を
、

国
内
レ
ベ
ル
の
内
戦
終
結
、
地
域
レ
ベ
ル
の
中
東
和
平
プ
ロ
セ
ス
の

進
展
、
国
際
レ
ベ
ル
の
冷
戦
終
結
に
伴
う
イ
ラ
ン
・
シ
リ
ア
の
政
策

転
換
と
い
う
「
第
一
の
逆
風
」
へ
の
対
応
と
し
て
考
察
す
る
。
そ
こ

で
は
、
汎
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
か
ら
国
内
政
治
へ
の
転
換
を
伴
う

「
ロ
ー
カ
ル
化
」、
活
動
手
段
の
非
合
法
か
ら
合
法
へ
の
転
換
を
伴
う

「
制
度
化
」
と
い
う
「
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
レ
バ
ノ
ン
化
」
が
見
ら
れ

た
。
第
五
章
は
、
二
〇
〇
〇
年
国
民
議
会
選
挙
の
分
析
を
通
じ
て
、

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
政
党
活
動
が
レ
バ
ノ
ン
の
民
主
主
義
と
国
民
統
合

に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
論
じ
る
。
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
第

二
共
和
制
の
政
治
環
境
に
合
致
す
る
形
で
、
従
来
の
ク
ラ
イ
エ
ン

テ
ィ
リ
ズ
ム
に
基
づ
く
シ
ー
ア
派
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
利
益
誘
導
と

宗
派
横
断
的
な
連
携
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
同
時
並
行
的
に
追
求
し
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
選
挙
に
勝
利
し
、
宗
派
を
超
え
る
広
範
な
支
持
基
盤

の
構
築
に
成
功
し
た
。
第
六
章
は
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
対
イ
ス
ラ
エ

ル
闘
争
の
変
容
を
論
じ
る
。
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
に
と
っ
て
、
二
〇
〇
〇

年
の
レ
バ
ノ
ン
南
部
か
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
撤
退
は
国
内
・
地
域

レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
イ
ス
ラ
エ
ル
闘
争
の
大
義
を
揺
る
が
し
、
翌
年

の
米
国
に
よ
る
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
発
動
は
国
際
レ
ベ
ル
で
の
逆
境

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
「
第
二
の
逆
風
」
に
対
し
て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
は
独
自
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
の
言
説
を
構
築
し
、
自
ら
を
パ
レ

ス
チ
ナ
解
放
の
大
義
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、
存
在
意
義
を
刷
新

し
、
対
イ
ス
ラ
エ
ル
闘
争
を
継
続
さ
せ
た
。
第
七
章
は
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
が
レ
バ
ノ
ン
国
内
で
展
開
す
る
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
そ
れ
に
関
わ

る
人
々
の
実
践
を
明
ら
か
に
す
る
。
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
が
建
設
を
呼
び

か
け
る
「
抵
抗
社
会
」
に
対
し
て
、
自
ら
の
状
況
に
応
じ
て
社
会

サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
っ
た
り
距
離
を
置
い
た
り
す
る
人
々
の
し
た
た
か

な
生
活
戦
術
、
そ
し
て
両
者
間
の
複
線
的
、
重
層
的
、
流
動
的
な
関

係
が
見
ら
れ
る
。

第
三
部
「
今
日
の
中
東
政
治
の
結
節
点
」
は
、
主
に
二
〇
〇
五
年

の
「
杉
の
木
革
命
」
以
降
が
対
象
で
あ
る
。
第
八
章
は
、
二
〇
〇
六

年
の
「
レ
バ
ノ
ン
紛
争
」
を
事
例
に
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
・
イ
ス
ラ
エ

ル
間
の
全
面
戦
争
を
抑
止
す
る
暗
黙
の
ル
ー
ル
で
あ
る
「
恐
怖
の
均

衡
」
が
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
壊
滅
を
目
指
す
イ
ス
ラ
エ
ル
の
安
全
保

態
に
あ
る
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
レ
バ
ノ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
の
二
国
間
関
係

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
中
東
政
治
を
左
右
す
る
重
要
な
ア

ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
シ
リ
ア
を
加
え
た
東
ア
ラ
ブ
地

域
の
三
国
間
関
係
に
お
け
る
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
も
あ
る
。
国
際
政

治
に
お
い
て
は
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
結
成
以
来
、
反
米
・
反
イ
ス
ラ

エ
ル
を
標
榜
す
る
イ
ラ
ン
の
支
援
を
受
け
て
き
た
。
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー

と
イ
ラ
ン
の
同
盟
関
係
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
最
重
要
同
盟
国
と
す
る

米
国
の
中
東
政
策
へ
の
最
大
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー

の
動
向
は
、
シ
リ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
米
国
を
主
要
ア
ク

タ
ー
と
す
る
国
際
政
治
を
左
右
す
る
面
を
持
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
レ
バ
ノ
ン
政
治
、
中
東
政
治
、

国
際
政
治
と
い
う
三
層
の
結
節
点
で
あ
り
、
ま
た
国
民
国
家
を
超
克

す
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
組
織
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
を
「
地
域
研
究
の
実
践
例
」
と
し
て
位
置
付
け
、
単

一
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
・
研
究
手
法
で
は
な
く
、
地
域
研
究
の
学
際
的

な
方
法
論
を
活
用
し
た
分
析
を
加
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
学
、

思
想
研
究
、
国
際
政
治
学
、
比
較
政
治
学
、
安
全
保
障
論
、
人
類
学

な
ど
を
横
断
的
に
援
用
す
る
こ
と
で
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
実
像
を
解

明
し
、
レ
バ
ノ
ン
政
治
、
中
東
政
治
、
国
際
政
治
の
連
関
を
描
き
出

す
こ
と
に
成
功
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
間
を

架
橋
す
る
た
め
の
視
座
を
も
鮮
や
か
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
で
は
あ
る
が
概
観
し
た
い
。
本
書
の

構
成
は
、
序
章
、
第
一
〜
三
部
（
計
一
〇
章
）、
終
章
か
ら
な
る
。

第
一
部
「
国
境
を
越
え
る
抵
抗
と
革
命
」
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
内
戦
期

（
一
九
七
五
〜
九
〇
年
）
を
対
象
と
す
る
。
第
一
章
で
は
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
誕
生
の
過
程
・
背
景
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
近
年
公
開
さ
れ
つ

つ
あ
る
一
次
資
料
に
依
拠
し
て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
が
単
な
る
レ
バ
ノ

ン
の
抵
抗
組
織
で
も
、
イ
ラ
ン
の
革
命
支
部
で
も
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
る
。
そ
れ
は
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
・
レ
バ
ノ
ン
に
ま
た
が
る
シ
ー
ア

派
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
依
拠
し
つ
つ
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
や

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
レ
バ
ノ
ン
侵
攻
な
ど
一
九
七
〇
年
代
末
〜
八
〇
年

代
初
頭
の
中
東
政
治
の
変
動
に
よ
っ
て
抵
抗
と
革
命
が
結
合
し
て
誕

生
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
運
動
で
あ
っ
た
。
第
二
章
で
は
、
一
九
八

五
年
に
発
表
さ
れ
た
「
公
開
書
簡
」
を
手
が
か
り
に
、
ヒ
ズ
ブ
ッ

ラ
ー
の
抵
抗
と
革
命
の
思
想
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
想
に

は
、
汎
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
と
反
植
民
地
主
義
と
い
う
ホ
メ
イ
ニ
ー
の

イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
思
想
か
ら
の
強
い
影
響
を
看
取
で
き
る
。
ま
た
、

「
公
開
書
簡
」
は
ホ
メ
イ
ニ
ー
思
想
を
踏
ま
え
つ
つ
、
レ
バ
ノ
ン
に

お
け
る
抵
抗
と
革
命
の
実
践
に
関
し
て
は
、
レ
バ
ノ
ン
の
政
治
的
現

実
の
中
で
決
め
ら
れ
る
と
の
独
自
の
見
解
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ

た
。
第
三
章
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の
勢
力

拡
大
、
お
よ
び
国
内
外
へ
政
治
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
ア
ク
タ
ー
に
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て
ほ
し
い
」
と
問
わ
れ
た
際
に
は
、
必
ず
本
書
を
紹
介
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
本
書
は
一
国
内
の
ロ
ー
カ
ル
な

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
組
織
を
起
点
に
、
国
内
政
治
／
地
域
政
治
／
国
際

政
治
の
複
層
を
行
き
来
し
、
複
数
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
・
学
問
領
域
を

縦
横
無
尽
に
横
断
し
て
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
研
究
対
象
の
実

態
を
重
層
的
に
解
明
し
て
い
る
。
そ
の
卓
越
し
た
研
究
手
法
と
そ
の

成
果
は
、
本
書
が
今
後
の
レ
バ
ノ
ン
研
究
、
中
東
地
域
研
究
、
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
研
究
の
必
読
文
献
に
な
り
う
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示

し
て
い
る
。
必
ず
手
に
取
る
べ
き
好
著
と
い
え
よ
う
。
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⑥
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会
…
…
日
本
中
東
学
会
、
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
、
日
本
イ
ス

ラ
ム
協
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会
な
ど
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
初
め
て
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
経
験
し
た
エ
ジ
プ

ト
人
の
底
抜
け
の
明
る
さ
。
最
近
で
は
、
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
エ
ジ
プ

ト
に
お
け
る
政
権
掌
握
と
そ
の
後
の
非
合
法
化
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
横
田
貴
之
『
原
理
主
義
の
潮
流

―
ム
ス
リ
ム
同
胞

団
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。
青
山
弘
之
編
『「
ア
ラ
ブ
の
心

臓
」
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か

―
現
代
中
東
の
実
像
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
四
年
。

障
政
策
の
転
換
に
よ
っ
て
崩
れ
、
レ
バ
ノ
ン
・
イ
ス
ラ
エ
ル
間
の
事

実
上
の
全
面
戦
争
に
至
っ
た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
双
方
が
勝
利
宣
言
を
す
る
中
で
、

「
恐
怖
の
均
衡
」
が
復
活
し
、
レ
バ
ノ
ン
で
は
抵
抗
運
動
と
し
て
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
ー
を
支
持
す
る
機
運
が
広
が
っ
た
。
第
九
章
は
、「
杉
の
木
革

命
」
後
の
民
主
化
が
挫
折
し
た
要
因
に
つ
い
て
、
レ
バ
ノ
ン
国
内
に

お
け
る
親
シ
リ
ア
派
と
反
シ
リ
ア
派
の
激
し
い
政
治
対
立
が
政
治
の

機
能
不
全
を
も
た
ら
し
た
点
に
あ
る
と
す
る
。
そ
の
中
で
、
支
援
者

で
あ
る
シ
リ
ア
を
撤
退
に
追
い
込
ん
だ
「
杉
の
木
革
命
」
と
い
う
危

機
に
対
し
て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
は
親
シ
リ
ア
派
を
糾
合
し
て
権
力
奪

取
の
試
み
、
す
な
わ
ち
「
レ
バ
ノ
ン
の
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
化
」
を
成
功

さ
せ
た
。
第
一
〇
章
は
、「
ア
ラ
ブ
の
春
」
が
も
た
ら
し
た
中
東
の
政

治
変
動
、
特
に
筆
者
の
言
う
「
三
〇
年
戦
争
」
の
構
図
を
揺
る
が
す

シ
リ
ア
内
戦
に
対
し
て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
が
自
ら
の
存
在
意
義
を
懸

け
て
、
既
存
の
構
図
を
保
守
す
る
立
場
に
至
っ
た
過
程
を
分
析
す
る
。

そ
し
て
、
終
章
で
は
議
論
の
ま
と
め
と
し
て
「
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
」「
中
東
政
治
の
結
節
点
」「
地
域
研
究
の
実

践
例
」
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
が
有
す
る
意
義
と
今

後
の
研
究
課
題
が
提
示
さ
れ
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
を
き
わ
め
て
簡
潔
に
概
観
し
た
が
、
筆
者
と

評
者
の
共
通
の
関
心
で
あ
る
「
ポ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
」
に
も

言
及
し
た
い
。「
ア
ラ
ブ
の
春
」
後
の
ア
ラ
ブ
諸
国
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
主
義
組
織
の
政
治
的
な
台
頭
と
後
退
は
、「
政
治
的
イ
ス

ラ
ー
ム
の
失
敗
」（Roy 1994; 2014

）
の
問
題
を
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

研
究
者
に
突
き
つ
け
て
い
る
。
ロ
ワ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
樹
立
に

失
敗
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
は
、
公
的
領
域
か
ら
私
的
領
域
へ
と
活

動
を
移
す
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
筆
者
は
終
章
に
お
い

て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
に
は
「
失
敗
」
や
そ
の
よ
う
な
移
行
も
見
ら
れ

な
い
と
し
た
上
で
、
バ
ヤ
ー
ト
（Bayat 2007

）
の
議
論
を
援
用
し

つ
つ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
は
「
状
況
」
に
応
じ
た
形
で
「
計
画
」
を

練
り
上
げ
な
が
ら
、
個
人
、
社
会
、
国
家
を
横
断
す
る
形
で
イ
ス

ラ
ー
ム
化
の
た
め
の
営
為
を
継
続
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
イ
ス

ラ
ー
ム
化
と
ポ
ス
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
化
は
同
時
並
行
的
な
プ
ロ
セ
ス

に
も
な
り
う
る
と
い
う
。
本
書
を
通
読
す
れ
ば
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
の

組
織
運
営
上
の
戦
術
的
・
戦
略
的
柔
軟
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で

き
、
筆
者
の
主
張
が
正
鵠
を
得
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

評
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
エ
ジ
プ
ト
の
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
政
治
的

台
頭
・
後
退
を
考
え
る
際
、
優
れ
た
分
析
に
基
づ
い
て
筆
者
が
明
確

に
示
し
た
こ
の
回
答
は
、
評
者
に
と
っ
て
今
後
の
研
究
の
確
固
た
る

準
拠
枠
の
一
つ
と
な
ろ
う
。

最
後
に
卑
近
な
話
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
評
者
は
本
書
を
手
に
取
っ

て
以
降
、
指
導
学
生
に
「
中
東
地
域
研
究
の
手
本
と
な
る
本
を
教
え
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